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Abstract:ThepuI脚seofthisstudywasinvestigatethattheinfluenceofthebodywei血皿曲epullingfoi℃eduringthrowingmotimm
hammerthrow.Throwingmotionsof2elitehammerthrowerswererecord副町2synchronizedhigh-speedvideocameras(200fps)intwo
internationalathleticm崖簡．ThxEe-dimensionalco-ordin2峰ofbodysegmentsandhammerheadw画EobtainedwithDLT
techniquêAbdel-AzisandKarara,1971).Initialconditions鉱唾leaseandmaximumpullingforCeactingofhammerheadduringthrowing
motionw匂Ecalculated.Throwingdistanceand加迩alconditionsweresimilarintwothrowers.However,maximumpullingforcesperbody
weightwerequitedi函印t.Thehammerthrowingmotioncanbecomparedtotwc出bodyprobleminthephysicsbetweenathrower'sbody
andhamm歓腫ad.Therefore,itcanbec皿罰deredthatbodyandhammerheadrotaに軍chotheraroundthecommoncenterofmassofthese
twobodies.Thisstudyid副曲ifiedtheinfluenceofbodyweightonpulling趣℃eduringthehammerthrowingmotion.Itwasconcludedthat
thethrowerwithsmallerbodyweighthadadisadvantag烏mmthemechanicalviewpointaswellasmusclevolume.
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はじめに
陸上競技のハンマー投げに用いられるハンマーは、把手の
先に、長さ1.175mから1.215mのワイヤーを介して金属製の
ボール（頭部）が取り付けられている。男子ではハンマーの
質量は726kg、ハンマー頭部の直径は110mmから130mmと
定められている。このハンマーを遇手は3回転または4回転
のターンをしながら加速して投てき方向へ投げ出す。その際
のサークルの直径は2.135mで､投てき範囲は34.92度と定め
られている。
男子用のハンマーの重盆の726kgは16ポンドであり、こ
れはボーリングのボールの最も重いボールの重さである。砲
丸投げの砲丸も同じ重さであり、同じ直径2.135mというサー
クルから投げ出されるが、その世界記録は砲丸投げが23.13m
であるのに対してハンマー投げは86.74mとおよそ3.8倍であ
る。同じ質量の物体を投げるのに、砲丸投げとハンマー投げ
で、このように飛距離が大きく異なるのは何故であろうか。
砲丸投げでは砲丸を手で直接加速するのに対して、ハンマー
投げでは､およそ1.2mのワイヤーの先に付いたハンマー頭部
を振り回す事によって大きな遠心力を得て加速する。ハンマ
ー投げの飛距離の秘密はこのワイヤーを介してハンマー頭部
を握り回して加速することにあるようである。
本研究では､2007年に大阪で開催される世界陸上競技選手
51
権大会でも活躍の期待される室伏広治選手とアンドレイ・ア
プドパリエフ選手の比較から、ハンマー投げの牽引力に体重
が与える影響を検討する。
方法
選手の投てき動作をサークル後方と側方の観客席に設置し
た2台の高速度ピデオカメラによって毎秒200コマで撮影し
た。2台の高速度ピデオカメラは同期装置によってシャッタ
ーを同期して撮影した。得られた2台の高速度ピデオカメラ
のそれぞれの映像から選手の身体各部及びハンマー頭部を座
標解析し、得られた座標値から皿.TfDirectLm圏r
Transformation)法1)によって3次元座標値を求めた。
得られた身体各部の座標値から松井の重心係数によって身
体重心とハンマー頭部との共通重心を求めた。またハンマー
頭部の変位からハンマー頭部の速度を求めた。
結果と考察
室伏選手とアプドバリエフ選手の記録とリリース時の初期
条件、ハンマー頭部に作用する力の最大値と体重を表’に示
した。記録は30cmアプドパリエフ選手が大きく、初速度も
アプドバリエフ選手が0.5m/s大きかった。ところがハンマー
頭部に作用する力の最大値は室伏選手の方が大きく、体重当


